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子
ど
も
達
が
集
ま

り
や
す
い
所
を
中
心
に

放
射
能
測
定
が
行
わ
れ
、

「
学
校
生
活
に
影
響
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
な
ど
に
ど
の
よ
う

な
指
導
、
説
明
を
し
て
い

る
の
か
。

　
測
定
結
果
は
基
準

値
以
内
な
の
で「
学
校
生

活
に
お
け
る
健
康
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
測
定

結
果
は
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
、
各
学
校
、

保
育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
な

ど
、
代
表
者
に
は
す
べ
て

知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
村
の
地
域
防
災
計

画
の
中
に
放
射
能
汚
染

対
策
の
位
置
付
け
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
国
、
県
レ
ベ
ル
で

は
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
市
町
村
で
は
原
発
周

辺
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
事
故
対
策
の

定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
県
が
公
表
し
た

「
対
応
方
針
」
な
ど
を
基

に
検
討
し
ま
す
。

基
金
の
繰
入
で

　
　
国
保
税
の
軽
減
を

　
国
保
会
計
の
基
金

残
高
を
２
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
根
拠
は
何
か
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
増
や
し
、
引
下
げ

る
べ
き
で
な
い
か
。

　
予
想
を
上
回
る
医

療
費
増
や
国
の
支
出
金

が
減
少
す
る
可
能
性
も

あ
り
、一
定
の
基
金
は
必

要
と
考
え
ま
す
。

　
低
所
得
や
無
収
入

世
帯
の
担
税
力
は
限
界

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の

切
実
な
実
態
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
二
十
二
年
度
の
軽

減
世
帯
は
半
数
を
超
え
て

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
相
互
扶
助
制
度
の
下
で

負
担
は
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
個
別
に
相
談
に
応
じ

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
若
者
の
定
住
に
は

「
働
く
場
所
」
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

提
供
す
る
の
か
。

　
働
く
場
所
と
は
、

お
金
を
得
る
だ
け
で
な

く
、
生
活
す
る
上
で
、
社

会
で
の
役
割
を
持
つ
こ
と

で
あ
り
、
働
く
人
が
い
る

こ
と
が
社
会
的
に
も
、
経

済
的
に
も
地
域
社
会
を

豊
か
に
す
る
基
盤
と
な

り
ま
す
。

　
就
職
は
、
若
者
が
社
会

人
に
な
る
第
一
歩
で
あ

り
、
定
住
先
を
決
め
る
最

も
重
要
な
要
素
と
考
え
、

村
で
も
最
重
点
の
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
村

に
は
彼
ら
を
受
入
れ
る

受
皿
が
少
な
い
た
め
滝

沢
村
Ｉ
Ｐ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
構
想
を
岩

手
県
、
岩
手
県
立
大
学
と

共
同
で
課
題
解
決
に
向

け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
働
く
場
は
子
供

の
頃
の
夢
と
の
繋
が
り

も
あ
り
、
子
供
た
ち
が
希

望
を
持
っ
て
将
来
の
夢
を

持
て
る
よ
う
様
々
な
視

点
か
ら
、
若
者
定
住
、
働

く
場
の
確
保
に
取
組
み

ま
す
。

除
雪
の
役
割
分
担
は

　
村
と
地
域
の
役
割

分
担
を
し
て
除
雪
時
間

を
短
縮
で
き
な
い
か
。

　
マ
イ
ロ
ー
ド
支
援

事
業「
除
雪
し
隊
」の
取

り
組
み
の
モ
デ
ル
事
業
で

は「
団
地
内
の
幹
線
は
村

で
、
そ
の
ほ
か
の
枝
線
に

つ
い
て
は
地
域
で
」と
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

幾
つ
か
の
地
域
で
除
雪
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
除
雪
懇
談
会
等
で

地
域
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
取
り
組
み
の
可
能

性
も
検
討
し
ま
す
。

一
本
木
郵
便
局
へ
の

　
業
務
委
託
の
状
況
は

　
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

た
出
張
所
業
務
を
一
本
木

郵
便
局
に
委
託
し
た
が
、

業
務
状
況
は
。

　
本
年
１
月
か
ら
業

務
委
託
を
開
始
し
、
利

用
者
は
７
月
末
現
在
で

１
０
９
人
と
な
っ
て
ま

す
。

　「
郵
便
局
事
務
取
扱

法
」で
、
郵
便
局
で
の
証

明
書
等
の
交
付
は
、
第
三

者
に
よ
る
請
求
を
除
外

す
る
、い
わ
ゆ
る
委
任
状

に
よ
る
代
理
申
請
の
取

扱
は
出
来
な
い
と
な
っ
て

お
り
、
従
来
の
出
張
所
と

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
不
便
さ
は

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
単
独
市
制
へ
村
民

の
関
心
、意
向
は
ど
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
約
1,
0
0
0

件
の
回
答
中
、賛
成
68・5

％
、反
対
15・
5
％
、わ
か

ら
な
い
16
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。
賛
成
の
理
由
は
、

「
福
祉
部
門
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
対
す
る
期

待
」、「
地
域
の
発
展
、
ま

ち
づ
く
り
に
期
待
」が
多

く
、
次
い
で「
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
住
所
の
表
記
」

が
簡
単
に
な
る
と
な
っ
て

ま
す
。

　
反
対
理
由
の
上
位
は
、

「
人
口
日
本
一
の
村
の
イ

メ
ー
ジ
が
よ
い
」で
、次
い

で「
今
以
上
の
経
費
が
必

要
と
思
わ
れ
る
か
ら
」「
現

在
に
満
足
し
て
い
る
」と

な
っ
て
ま
す
。

６
割
以
上
の
市
街
地

官
公
署
５
以
上
が
課
題

　「
市
制
移
行
」の
課

題
は
何
か
。

①
地
方
自
治
法
で
定

め
る
中
心
区
域
内
の
戸

数
が
全
戸
数
の
６
割
以

上（
６
割
連
た
ん
）に
つ

い
て
は
、
国
道
４
号
線

沿
い
に
国
有
地
、
県
有

地
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
年
内
に
調
査
を
実

施
し
、
県
と
協
議
を
進

め
ま
す
。

②
岩
手
県
条
例
で
定
め
る

官
公
署
が
５
以
上
に
つ

い
て
は
、駅
、警
察
、郵

便
局
、
職
業
相
談
所
は

あ
る
が
、
現
在
は
県
条

例
に
合
致
し
て
い
な
い

の
で
、
県
に
相
談
、
指

導
を
仰
ぎ
、
今
後
も
緊

密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う

進
め
ま
す
。

　
　
住
民
の
総
意
大
切
に

機
運
盛
り
上
げ
は
か
る

　
ま
ず
は
議
会
や
住
民
の

皆
さ
ん
の
総
意
に
よ
り
進

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
、
市
制
移
行
の

目
的
、
趣
旨
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、
市
制
移
行
の
機
運

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

①
村
議
選
最
低
投
票
率

の
要
因
分
析
と
投
票
所

増
設
や
有
権
者
の
関
心

を
高
め
る
方
策
は
。

②
岩
清
水
梓
選
手
以
外
に

も
、
ろ
う
者
サ
ッ
カ
ー

女
子
日
本
代
表
と
し
て

五
輪
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
を
め
ざ
す
穴
口
地

区
出
身
の
大お

お
か
み上
志
穂
子

選
手
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
で
活
躍
し

て
い
る
が
、支
援
は
。

　
①「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」「
睦
大
学
」の
成
果
は
。

②
村
内
各
地
域
で
の「
睦

大
学
」出
張
教
室
の
可
能

性
は
。

①
ど
ち
ら
の
事
業
も

介
護
予
防
の
知
識
の
普

及
が
進
み
、
介
護
予
防

と
し
て
も
一
定
の
効
果

を
果
た
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
村
全
体
の
高
齢
者
の

見
守
り
や
支
援
体
制
づ

く
り
に
効
果
を
果
た
し

て
い
く
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

②「
趣
味
の
教
室
」や「
教

養
講
座
」の
出
張
教
室

を
行
う
こ
と
は
、
身
近

な
地
域
に
学
ぶ
場
が
あ

り
、
よ
り
参
加
し
や
す

く
な
り
、
望
ま
し
い
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
バ
ス
運
行
、

講
師
や
財
源
の
確
保
、
事

業
受
託
法
人
の
体
制
な

ど
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
も
多
く
、
今
後

の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　
村
内
の
交
通
環
境

の
整
備
は
。

①「
滝
沢
村
地
域
公
共
交

通
会
議
」
と「
地
域
交

通
懇
談
会
」の
検
討
結

果
は
。

②
村
内
の
交
通
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向

性
は
。

③
今
後
の
交
通
環
境
の

整
備
の
考
え
は
。

①「
滝
沢
村
地
域
公

共
交
通
会
議
」は
、
本

村
の
２
地
区
に
お
け
る

高
齢
者
の
生
活
交
通
の

実
態
と
問
題
点
を
発
表

し
ま
し
た
。「
地
域
交

通
懇
談
会
」は
、
震
災

の
影
響
で
こ
れ
ま
で
１

地
区
の
み
の
開
催
で
す

が
、９
月
末
よ
り
順
次

開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
公
共
交
通
の
検
討
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

②
バ
ス
・
自
家
用
車
・
自

転
車
な
ど
と
鉄
道
と
の

連
携
に
よ
る
公
共
交
通

の
利
用
促
進
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
駅
を
拠

点
と
し
た
公
共
交
通
網

の
整
備
を
引
き
続
き
進

め
、
公
共
施
設
を
活
用

し
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

化
等
も
検
討
し
ま
す
。

③
駅
を
拠
点
と
し
た
公
共

交
通
網
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
巣
子
駅
へ
の

路
線
バ
ス
の
充
実
を
交

通
事
業
者
に
働
き
か
け

ま
す
。
ま
た
、
未
整
備

と
な
っ
て
い
る
小
岩
井

駅
並
び
に
駅
前
広
場
の

整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ま
す
。
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子
ど
も
を
放
射
能
か
ら

　
　
　
　
守
る
安
全
対
策
は

「
若
者
定
住
」
に
向
け
た

　
　
　
　
働
く
場
所
の
確
保
は

市
制
へ
の
関
心
把
握

　
　
課
題
克
服
ど
う
す
る
か

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
と

　
　
　「
睦
大
学
」
の
成
果
は

き
め
細
か
な
測
定
と

　
　
　
　
　
結
果
を
随
時
公
表

（
仮
称
）
滝
沢
村
Ｉ
Ｐ
Ｕ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
を
造
成

賛
成
多
い
が
機
運
未
だ

　
市
制
要
件
、
県
指
導
で
克
服

高
齢
者
の
見
守
り
や

　
　
　
支
援
体
制
づ
く
り
に
効
果
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そ
の
他
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